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堺 歴 史 発 見 記
の

古文書調査（博物館のお仕事）16

室町時代に戦乱を避け堺に住んだ医学の名門・半井（なからい）家。
その歴史を今に伝える手紙をはじめとした古文書（こもんじょ）を現
在堺市博物館で調査しています。古文書の点数は数百点に及び、衣装
ケースに七箱分という膨大な量です。医学に関する貴重な記録だけで
なく、半井家の代々が堺の文化の中心となり活動した記録なども含ま
れ、読み解くことで当時の堺の姿が浮かび上がってきます。
調査内容は、一つ一つの古文書を丁寧に確認し、目録（リスト）にま
とめる地道な作業です。日々の業務の中で古文書に向き合う時間は、
昔の人々の息遣いを間近に感じるひと時でもあります。
調査で判明した事実は当館での研究・展示に活用し、堺の歴史と人々
の物語を未来へとつなぎます。

※堺市博物館は空調工事のため11月4日から来年3月31日まで休館します。

オレンジ＆パープルリボンキャンペーン

虐待のサイン

●児童相談所
　虐待対応ダイヤル

もしもの時に備えて　人生会議

在宅医療や訪問診療の事例、家庭での話し合いの
ヒントをお伝えします。
日時 11月21日（金）18時15分～19時15分
場所 東区役所
講師 大阪労災病院 緩和ケア科部長・河鰭憲幸さん
要申込 先着順

人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）とは？

働く世代に向けてのACPセミナー
詳しくは
こちら↓

自分が望む医療や介護のことを家族や医療・介護従事者と話
し合い、共有する取組です。

最期まで自宅で
過ごしたいなぁ

痛みをできる
だけ感じずに
過ごしたいわ

話し合った内容をノートに記録します。
環境や体調の変化で意思が変わること
もあるため、何度でも繰り返し考え、
話し合うことが大切です。

命の危険が迫った状態になると、医療や介護のことを自分で決め
たり、人に伝えたりすることが難しくなります。もしもの時に備
えて、自分の気持ちを家族などと話し合ってみませんか。
　 健康医療政策課（☎248-6004　℻228-7943）

考える 話し合う 記録し、見直す
自分が大切にしていることや望む暮らし
を具体的に考えます。

人生会議の進め方

家族やかかりつけ医などと、現在の
病状や今後の見通し、自分の望む生
活などを話し合
い、共有します。

※12月以降も開催します。詳しくは市ホームページ（QRコード）参照

☎06-6646-0088

＊殴る、蹴るなど体に危害を加える
＊暴言を吐く、無視するなど精神的に傷つける
＊生活費を渡さない
＊友人や家族との付き合いを制限する

●子どもの虐待ホットライン　　
　（月～金曜日11～ 16時）
　児童虐待防止協会

オレンジリボンは児
童虐待防止、パープ
ルリボンは女性への
暴力の根絶を目的と
したシンボルマーク
です。

＊地域や親族などと交流がなく孤立している
＊小さいこどもを置いたまま外出している

＊いつもこどもの泣き叫ぶ声や
　保護者の怒鳴り声がする
＊衣類や体がいつも汚れている

こどもの様子 保護者の様子

☎189
イチハヤク

●DV相談ナビ

☎＃8008
ハレレバ

DVかもと思ったら

DVのサイン

虐待かもと思ったら

11月は児童虐待防止推進月間、11月12～25日は女性に対する
暴力をなくす運動期間です。こどもや女性をはじめ全ての人が
安心して暮らせるよう、虐待や暴力のない社会をめざします。

半井家に伝わる古文書

　 オレンジリボンは子ども家庭課（☎228-7331　℻228-8341）
　 パープルリボンはダイバーシティ企画課（☎228-7408　℻228-8070）

問

問

https://www.city.sakai.lg.jp/kenko/kenko/event_kouza/jinseikaigi.html

